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ビジネス繁栄セッション 〜社会調和の中で流れを整え直す〜

1. はじめに

深度プロファイル × 魚群レーダー（採用項目を Pot 3 帯で散布／点サイズ＝|Rel|・色＝符号）

こんにちは。

先日スキャンいただいた「社会と調和しながら、ビジネスが繁栄し、必要なリソースが最適に流れ込む」と

いうお客様のビジネス命題に対して、TimeWaver が検出した全体像をお伝えします。

このチャートの読み方

上記のチャートは、TimeWaver でお読みした全 15 項目を「深度（縦軸）と強度（横軸）の散布図」とし

て並べたものです。縦軸の D（顕在意識帯・日常で見える層）／C（中層・潜在意識帯・気づきかけている

層）／LM（深層・情報フィールド帯・無自覚レベル）はその項目がどの深さで動いているかを示し、横軸

の インテンシティ（強度・1〜10）はいまどれだけ強く響いているかを示します。

円の色は 3 系統に分かれます。黄色は、結びつきの揺れが小さい領域（レリバンス ±12% 以内）。赤色

は、結びつきが プラス側で立ち上がっている領域（レリバンス +12% 超）。青色は、結びつきが マイナ

ス側に振れている領域（レリバンス −12% 超）。色の意味は「良い／悪い」ではなく、動きの方向と強さ

を示しています。
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深度別の配分を見ると、本セッションでは 深層（LM 帯）に 5 項目、顕在層（D 帯）に 6 項目、中層

（C 帯）に 4 項目が分散しています。深層での動きと表面での行動がほぼ同数で並行している構図が、今

回のビジネス領域での特徴です。これは「社会と調和する」というテーマが、無意識のパターンレベルと

日々の具体的行動の両方で、同時に整え直しを求めている状態を示しています。

色の分布に注目すると、赤色（プラス・立ち上がる方向）と青色（マイナス・課題として現れる方向）がほ

ぼ拮抗しています。これは「流入を促す資源」と「流れを妨げる課題」が等量で存在し、両者の再編こそが

本来への回帰であることを示唆しています。

本分析の全体像

お客様がお示しになった「わたしのビジネスは社会と調和しながら繁栄し、必要なリソースが最適なタイミ

ングで流れ込んでいます」というフォーカステキストは、社会との関係性の中でビジネスが自然に栄える状

態を指しています。

TimeWaver が検出した 87 項目のうち、特に強く響いている 15 項目は、このテーマを3 つの層で同時に

見つめるよう促しています。

深層（LM 帯：5 項目）では、社会との調和関係の根底にある無意識的パターン、家系エネルギーや情報

フィールドレベルでの「流れ」のあり方が活発に動いています。ここはお客様が日々の行動では直接見えな

い領域ですが、すべての決定と行動を規定する土台です。

顕在層（D 帯：6 項目）では、実際のビジネス行動、社会との接点、リソースの取り扱い方、タイミング

の判断といった具体的な運用レベルが同時に揺れています。ここで起きている「流れの阻害」と「流入の実

感」が、深層のパターンと呼応しています。

中層（C 帯：4 項目）では、「気づきかけているが、まだ言語化しきれていない感覚」が立ち上がっていま

す。流入のメカニズム、リソースの受け取り方、社会との相互関係についての新たな解釈が、ここで生まれ

ようとしている段階です。

2. 調和と繁栄の深層資源を迎え入れる

この章では、TimeWaver が検出した最も強い資源シグナルに目を向けます。

① TimeWaver データ

最高のインテンシティ（強度 10）と最高のレリバンス（+89%）を示す項目が、深層（LM XXIII）で検

出されています。これは「社会調和の実現」と「ビジネス繁栄」が、単なる願望ではなく、無意識の深いレ

ベルですでに動き始めていることを示しています。

周 波 数 調 整 サ ロ ン  そ わ か

ご依頼者　様

2026年4月29日

周波数調整サロン そわか 3



併せて、深層の別の高強度項目（インテンシティ 9、レリバンス +75%、Pot LM CC）も、調和への深い

資源と流入のメカニズムを指し示しています。

顕在層（D 帯）でも、インテンシティ 9 の高強度で、やはりレリバンス +73% のプラス信号が立ち上がっ

ており、深層の資源が表面の行動へと流れ込もうとしている勢いが見えます。

これらの項目群が示すのは「調和への本来的な流れ」が、複数の層で同時に起動している現実です。

② データが意味するもの

インテンシティ 9〜10（最高強度）が複数層で継続するというのは、「いま、この領域での動きが非常に

活発である」ことを意味しています。特に深層での強い動きは、お客様自身がまだ明確に自覚していないレ

ベルで、社会との調和と流入のメカニズムが再編成されようとしていることを示唆しているように見受けら

れます。

レリバンス +70% 超というのは、「社会調和」「流入」「リソース循環」といった今回のテーマが、お客

様の内面状態と非常に強く結びついていることを示す指標です。これは「ビジネス繁栄はお客様にとって本

当に大切なテーマである」という確実な根拠となります。

③ 具体的な行動

この調和への動きを、顕在層で具体的に整え直すには、以下の 3 つのポイントが有効です：

1. 社会との接点を丁寧に観察する（今週中・毎日 5 分程度）

ビジネスの中で「社会とつながっている」と感じる瞬間を 3 つ以上、メモに記録してみてください。「顧

客の笑顔」「感謝のメール」「信頼の言葉」など、どんな小さな接点でも構いません。

完了基準：3 つ以上の具体的な接点が紙に書かれている状態

2. リソース流入の『受け取り方』を意識化する（今月中・週 1 回程度）

「流入が起きた」と感じるビジネス上の出来事（新しいご縁、提案、機会など）を、その週のうちに 1 つ

書き留める。その際「それをどう受け取ったか」「自分の中で何が変わったか」も同時に記す。

完了基準：4 週間分のリソース流入記録がノートに溜まっている状態

3. 深層の「調和パターン」に触れる（週 2〜3 回・朝 30 秒程度）

朝の数分間、「社会とビジネスが本来どう調和するか」を、論理ではなく感覚的に感じ取ってみる。「強引

さ」「急ぎ」「要求」といった要素が自分の中から自然に外れていく感覚を観察する。

完了基準：「あ、変わった」と自分で気づく瞬間が 1 度以上あること

周 波 数 調 整 サ ロ ン  そ わ か

ご依頼者　様

2026年4月29日

周波数調整サロン そわか 4



④ 問い

調和への流れが深層で立ち上がっている今、お客様にとって最も大切な問いはこうかもしれません：

「社会とのつながりの中で、いま自分たちのビジネスが本当に『与えている』ことは何だろう？」

3. 課題として現れる抵抗・枠を読み替える

この章では、TimeWaver が同じ強度（インテンシティ 10）で検出したマイナス信号に向き合います。

① TimeWaver データ

深層（LM VIII）でインテンシティ 10、レリバンス −77% という最高強度のマイナス信号が立ち上がっ

ています。同じく深層（LM C）でインテンシティ 10、レリバンス −75%。そして顕在層（D 帯）でもイ

ンテンシティ 9〜10、レリバンス −74% 〜 −69% の強いマイナス信号が複数検出されています。

顕在と深層の両方で、同じような強度の課題シグナルが現れている構図です。

② データが意味するもの

ここで重要な読み替えが必要です。マイナスのレリバンスが課題として現れているという事実は、「お客様

が社会との調和に向かおうとするとき、何が邪魔するのか」という非常に貴重な情報を示しています。

インテンシティ 10 という最高強度で、かつ −70% 超の強いマイナス信号というのは、「これまでビジネ

ス基盤を守ってくれた古い枠や『制約』が、いま目を覚ましている」ことを示唆しているように見受けられ

ます。

つまり、これらの課題は敵ではなく、『本来への道案内』として機能しているのです。お客様が「調和しな

がら繁栄する」方向へ進もうとするたびに、「ちょっと待て、本当にそれでいいのか」と声を上げている古

いパターンたちなのです。

③ 具体的な行動

この課題・抵抗を敵としてではなく、本来への羅針盤として読み替えるには：

1. 課題として浮上している領域を、『反対意見』として聞く（今週中・1 回）

「社会と調和しながら繁栄する」というビジョンに対して、お客様の内面の「反対勢力」は何と言うか、聞

いてみる。「いや、それは無理だ」「いや、自分たちには無理だ」「いや、社会はそうじゃない」など、で

きるだけ具体的に言語化する。その反対意見を 1 ページ分、丁寧に書き出す。
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完了基準：反対意見が言葉として紙に記されている状態

2. その反対意見が『かつて何を守ったのか』を思い出す（今月中・1 回）

「いや、自分たちは小さい」という反対意見は、どんなときにお客様を守ってくれたのか。「無理だ」とい

う声は、どんなリスクから守ってくれたのか。その「守ってくれた時代」を思い出し、その時期がどう終

わったのかを感じる。

完了基準：「あ、あれは昔のためだったんだ」という認識が生まれること

3. 課題の『新しい役割』を認める（今月中・継続）

古い枠や抵抗に対して「ありがとう、これまでの役割は果たしたね」と心の中で伝える。同時に「これから

は、別の形で一緒に新しい流れを作ってくれない？」と問いかける。この対話は何度繰り返してもいい。

完了基準：課題に対する感覚が「敵」から「相談相手」へ少しでも変わっていること

④ 問い

深層の古い枠が、いま同時に目覚めているのは、なぜでしょう。ひょっとして、お客様のビジネスの次の段

階が、その古い枠では本当に収まらなくなったからではないでしょうか。

4. 流れのメカニズムを中層から整える

この章では、気づきかけている感覚が立ち上がっている中層（C 帯）に焦点を当てます。

① TimeWaver データ

中層（C 帯）には、インテンシティ 8〜10 の高強度項目が 4 つ配置されています。うち 2 つはレリバンス

+62% 〜 +65% のプラス信号で、流入と相互関係の新しい仕組みを指し示しており、もう 2 つはレリバ

ンス −66% 〜 −80% のマイナス信号で、現在の受け取り方や循環の仕方に対する「抵抗」を示していま

す。

中層は、深層の無意識的パターンと顕在層の具体的行動の中間地点です。ここは「気づきが立ち上がる場

所」であり、実は最も整え直しやすい領域でもあります。

② データが意味するもの

インテンシティ 8〜10 の項目が中層に 4 つもあるというのは、「流入のメカニズムそのもの」が、お客様

の中で新たに形成されようとしていることを意味しています。
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これまでは「ビジネスが社会と調和する」ことを頭では理解していても、「では実際にリソースはどう流れ

るのか」「相手との間で何が交わされるのか」という具体的メカニズムが、まだ言語化・体感化されていな

かったのではないでしょうか。

今、その仕組みが「気づきかけている」状態なのです。つまり、あと一歩で、お客様は「流入の本当の形」

を自分自身で組み立てることができるポジションにいます。

③ 具体的な行動

この「気づきかけている感覚」を、実際の体験レベルで形にするには：

1. リソース流入の『相手側』を想像する（今週中・3 日間程度）

お客様のビジネスがもたらす価値を受け取る側は、本当は何を欲しているのか。「ビジネスを売る」のでは

なく「相手が本当に欲しいものを一緒に作る」フレームで、3 日間かけて想像してみる。その想像を 1

ページ以上、できるだけ具体的に書き出す。

完了基準：相手側の「本当の声」が言葉になっていること

2. 与える−受け取る−還す の『循環』を意識する（今月中・週 1 回）

ビジネスとは本来「一方向」ではなく「循環」です。お客様が何を与え、相手が何をもたらし、その結果社

会全体に何が還るのか。この循環を、毎週 1 回、自分の言葉で描写してみる。

完了基準：循環の図式が、少なくとも 4 週分、形になっていること

3. 『受け取り』の実際を観察する（今月中・継続）

クライアントや相手からの「信頼の表現」を、これまで以上に意識的に受け取る。「ありがとう」という言

葉、提案、推薦、口コミなど、あらゆる形の「返礼」を見つけ、それが循環の証拠だと認識する。

完了基準：「あ、これが流入の形なんだ」と自分で気づく体験が複数回起きること

④ 問い

もしリソースが「相手からの信頼と感謝の流れ」だとしたら、お客様が今、やるべきことは何でしょう。

5. 三層の統合 〜本来への回帰へ〜

TimeWaver が検出した 15 項目は、3 つの層として現れながらも、実は 1 つの統合されたメッセージを伝

えています。
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深層（α 層）での 5 項目は「社会調和の本来的パターン」と「それを妨げる古い枠」の二面性を示してお

り、中層（β 層）での 4 項目は「気づきが立ち上がるプロセス」を、顕在層（γ 層）での 6 項目は「実際

の行動・認識が同時に揺れている」ことを示しています。

深層コード三層（受信層・解釈層・定義層）を見ると、この解析はすべて「解釈層」に集中しており、つま

りお客様が問われているのは「社会とビジネスをどう読み替えるか」という問題であることがわかります。

受信層的には「社会からのシグナル、リソース、タイミングをどう感度高く拾うか」が問われ、解釈層では

「それらを『調和』『機会』『流れ』として、どう意味付けるか」が問われています。そして、次の段階で

必要になるのが定義層への突き抜けです。つまり「自分たちのビジネス」「社会との関係」「流れとは何

か」といった根本的な定義そのものを、お客様が自身で立て直すことになります。

現在、その準備段階が、深層・中層・顕在層の三層で同時に起きています。

6. 結びに

社会と調和しながらビジネスが繁栄し、必要なリソースが最適に流れ込む状態は、お客様の無意識の深くに

すでに組み込まれているエネルギーのように見受けられます。それが今、表面の具体的な行動へと流れ込も

うとしており、その過程で古い枠や「本当はできるはずがない」という信念が、強く声を上げています。

その声さえ、実はお客様を本来へ導くための羅針盤かもしれません。調和する方向へ進むたびに反発する抵

抗は、実は「本当に調和している状態とはどんなか」を、体感させてくれているのです。

この四月末から五月末の 28 日間の中で、お客様が見つけるのは「与える者から、与えつつ受け取る者へ」

という役割の転換かもしれません。そしてそこに、本当の流入が始まるのかもしれません。

お客様のビジネスと社会の関係性が、本来の調和へと立ち上がっていくプロセスを、これからも見守ること

ができたら幸いです。

周 波 数 調 整 サ ロ ン  そ わ か

ご依頼者　様

2026年4月29日

周波数調整サロン そわか 8



本来の自分へ還る旅を、

ご一緒に。 
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